
市長が語る

Interview

酒
井
隆
明
市
長
が
め
ざ
す
丹
波
篠
山
の
未
来
と
は 

―

特
集
①

―
無
投
票
当
選
に
つ
い
て

　
選
挙
は
し
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
が
、
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
期
数
が
増
え
て
い
く

こ
と
で
、
最
初
は
期
待
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
だ
ん
だ
ん
市
に

対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
何
を

し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
の
５

期
目
の
当
選
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
評
価
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

―
５
期
目
の
抱
負
に
つ
い
て

　
農
業
分
野
で
は
、
兼
業
農
家

や
家
族
的
農
業
な
ど「
小
農
」と

呼
ば
れ
る
農
家
も
含
め
て
、
具

体
的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。
例
え
ば
、
三
戸
以
上
集

ま
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
農
機
具

の
購
入
支
援
な
ど
を
行
い
、
農

家
の
戸
数
を
で
き
る
だ
け
維
持

し
、
そ
れ
に
よ
り
農
村
の
集
落

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
都
の

め
ぐ
み
米
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ（
※
１
）な
ど
、
丹
波

篠
山
の
環
境
を
生
か
し
た
農
業

を
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
並
み
に
つ
い
て
は
、
城
下

町
の
無
電
柱
化
に
よ
っ
て
、
ま

ち
の
景
観
が
よ
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
町
並
み
を
よ

く
す
る
中
、
５
月
に
は
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
全
国
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
城
下

町
地
区
と
福
住
地
区
の
歴
史
的

な
町
並
み
を
こ
れ
か
ら
も
生
か

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
景
観

と
農
地
を
守
る
こ
と
は
、
市
に

お
い
て
は
大
き
な
未
来
に
つ
な

ぐ
財
産
で
す
。
き
ち
っ
と
守
っ

て
い
く
こ
と
が
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
明
石

市
に
負
け
な
い
よ
り
よ
い
子
育

て
環
境
を
整
え
ま
す
。
引
き
続

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

き
、
今
田
こ
ど
も
園
の
整
備

や
、
子
ど
も
た
ち
の
一
時
預
か

り
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
篠

山
鳳
鳴
高
等
学
校
・
篠
山
産
業

高
等
学
校
・
篠
山
東
雲
高
等
学

校
の
３
高
校
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
県
立
３
高
校
が
将
来
的
に

維
持
で
き
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
県
の
教
育
委
員

会
が
統
合
を
視
野
に
、
い
ろ
い

ろ
と
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

統
合
の
案
を
待
っ
て
か
ら
考
え

る
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て
も

３
高
校
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
期
を
見
て
、
検
討
会
を
立
ち

げ
ま
す
。

―
財
政
状
況
に
つ
い
て

　
財
政
は
か
な
り
良
く
な
り
ま

し
た
が
、
予
算
を
組
む
の
に
、

ま
だ
苦
労
し
て
い
ま
す
。
篠
山

再
生
計
画
に
続
く
、
新
た
な
計

画
を
来
年
度
中
に
策
定
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

　
来
年
度
か
ら
３
年
間
、
旧
篠

山
町
地
域
で
の
過
疎
対
策
事
業

を
有
効
に
活
用
し
て
、
各
集
落

に
活
気
が
出
て
、
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
大
き
な
原
因

は
、
進
学
や
就
職
で
市
外
に
出

て
い
く
傾
向
が
止
め
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
、
ふ

る
さ
と
で
学
ん
で
、
自
分
の
意

思
で
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
夢
を
こ
の
ふ

る
さ
と
で
考
え
ら
れ
る
、
そ
う

い
う
環
境
や
就
労
場
所
の
確
保

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
最
近
は

篠
山
口
駅
か
ら
の
通
勤
客
も

減
っ
て
い
る
た
め
、
通
勤
通
学

し
や
す
い
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
に
対
し

て
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、

利
用
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
り
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
丹
波
篠
山
と
い
う
の

は
、
日
本
の
農
村
の
地
域
の
中

で
も
い
ち
ば
ん
有
望
な
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
の
魅
力
が
あ
り
、
利
便
性
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

住
む
者
が
、
自
覚
を
持
っ
て
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

―
地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
は
当
面
の
大
き
な

課
題
で
す
。
兵
庫
県
に
立
ち
会

い
を
求
め
て
、
兵
庫
医
科
大
学

と
の
協
議
を
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
、
撤
退
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
地
域
医
療
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
兵

庫
医
大
と
連
携
の
継
続
を
第
一

に
進
め
る
方
向
で
協
議
を
続
け

ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
兵
庫
医
大
に
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

兵
庫
医
大
の
総
意
と
し
て
、
さ

さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
を
負
担

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
他

の
方
策
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

集
大
成
と
し
て
の
４
年
間
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。
で

き
る
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成しとげます！
「日本の宝石 丹波篠山市」

“

”
　

２
月
12
日
に
告
示
さ
れ
た
丹
波
篠
山
市
長
選
挙
で
、
無
投
票
で
６
選
５
期
目

の
当
選
を
果
た
し
た
酒
井
隆
明
市
長
。
２
月
13
日
に
は
、
職
員
が
拍
手
で
出
迎

え
る
中
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
市
役
所
で
開
か
れ
た
記
者
会
見
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
１
）こ
れ
ま
で
の
有
機
農
業
者

個
々
の
取
り
組
み
の
推
進
に
加

え
、
よ
り
強
固
な
生
産
、
加
工
、

流
通
、
消
費
ま
で
を
一
貫
し
、
農

業
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
や
地
域

内
外
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
進
め
る
市

町
村
の
こ
と
を
い
い
ま
す

初登庁市長訓示当選証書付与式

酒
井
市
政
、始
動
。
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丹波篠山市の伝建地区の概況

重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区
（伝建地区）とは（伝建地区）とは

　伝統的な建物が群として良く残っている地区の中でも、
特に国にとって大切にして残したい地区として選ばれた
地区をいいます。現在、全国で126地区が選ばれ、兵庫
県下では５市６地区が選ばれています。

伝統的建造物群保存地区

全国大会
を丹波篠山市で開催します

　
５
月
に
第
45
回
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
丹
波
篠
山
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
、
篠
山
地
区
と
福
住
地
区

が
伝
建
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、篠
山
地
区
と
福
住
地
区
の
概
況
や
、

全
国
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２

5/22―24

　篠山地区では、2004年（平成16）に国の選定を受けました。保存地
区の範囲は、国指定史跡篠山城跡とその周囲に町割りされた旧武家町、
旧商家町からなり、東西約1,500ｍ、南北約600ｍ、面積約40.2ha
に及びます。
　篠山城跡を核とし、武家町や商家町の町割りを残すなど、近世の城
下町の基本的構造を良く残すとともに、武家屋敷や近世から近代にか
けて建てられた商家および寺院など、城下町の要素を全体としてよく
残し、その歴史的風致を良く今日に伝え、全国でも価値が高い町並み
であると評価されています。
　選定から18年が経過するなかで約100件の保存修理および修景工
事が進み、無電柱化や道路の美装化が実施されるなど、歴史的風致が
向上し、町並みが整ってきています。

篠山伝統的建造物群保存地区篠山伝統的建造物群保存地区
所在地：丹波篠山市東新町、西新町、南新町、北新町、

河原町、小川町および立町の一部

福住伝統的建造物群保存地区福住伝統的建造物群保存地区
所在地：丹波篠山市福住、川原、安口および西野々の各一部

　福住地区では、2012年（平成24）に国の選定を受けました。保存地
区の範囲は、東西約3,260ｍ、南北約460ｍ、面積約25.2haに及び
ます。
　宿場町として発展した町並みと、街道沿いに形成された特徴ある農
村に、妻入を主体とした、つし二階建瓦葺や平家建茅葺の伝統的建造
物が、周囲の田園および特徴ある灌漑施設等の環境と一体となって、
宿場町とそれに隣接する農村集落の歴史的風致を良く伝え、全国的に
も貴重な町並みとして高く評価されています。
　選定から10年が経過し、約40件の保存修理および修景工事が行わ
れ、約40人の移住者がありました。そして伝統的な建物を利用した
おしゃれな店舗や事業所などが増え、市内外から多くの人が訪れる
ホットな地域になっています。

第45回 全国伝統的建造物群保存地区協議会
総会・研修会 （丹波篠山市大会）

5月22日（月）～24日（水） 田園交響ホール / 篠山伝建地区
福住伝建地区 / 今田地区

特別基調講演 研修会・視察

無電柱化でご指導いただいた菅義偉さん（前内閣総理
大臣）が登壇。歴史的町並みの
活用について講演

【場所】　田園交響ホール

研修会

▪講義Ⅱ：講師　黒
く ろ

田
だ

龍
りゅう

二
じ

さん
（神戸大学大学院名誉教授）

▪事例発表
▪住民パネルディスカッション

【場所】　田園交響ホール

現地視察研修
・篠山伝建地区・福住伝建地区
【見どころ】
・110年ぶりの鉾復活巡行
・多紀小学校金管バンドによる演奏
・篠山小学校による子どもガイド

【兵庫県重要伝統的建造物群保存地区一覧】
　・丹波篠山市篠山（城下町）
　・丹波篠山市福住（宿場町・農村集落）
　・神戸市北野町山本通（港町）
　・豊岡市出石（城下町）
　・養父市大屋町大杉（山村・養蚕集落）
　・たつの市龍野（商家町・醸造町）

とき 会場

主な予定

22日
〈月〉

23日
〈火〉

24日
〈水〉

前内閣総理大臣

菅
す が

義
よ し

偉
ひ で

さん

特集②

▪講義Ⅰ：講師　村
む ら

上
か み

裕
や す

道
み ち

さん（京都橘大学教授）
▪首長サミット
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木
材
の
可
能
性
を
追
求

　

株
式
会
社
岡
本
銘
木
店
は
、
大
阪
府

吹
田
市
に
本
社
を
置
く
木
造
建
築
物
の

部
材
の
加
工
を
行
う「
プ
レ
カ
ッ
ト
事

業
」を
展
開
す
る
会
社
で
す
。

　
「
プ
レ
カ
ッ
ト
」と
は
、
大
工
さ
ん
が

手
工
具
で
加
工
し
て
い
た
も
の
を
機
械

で
行
う
技
術
で
す
。
作
業
効
率
の
ア
ッ

プ（
工
期
短
縮
）や
、
品
質
の
均
一
化
、

精
度
の
高
さ
が
特
徴
で
す
。
材
料
や
時

間
的
ロ
ス
の
軽
減
な
ど
、
コ
ス
ト
の
削

減
に
加
え
、
端
材
や
加
工
時
に
出
る
木

く
ず
な
ど
を
現
場
に
残
す
こ
と
が
少
な

い
の
で
、
環
境
に
も
優
し
く
、
多
く
の

木
造
建
築
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
丹
波
篠
山
工
場
は
、
工
場

棟
２
棟
、
倉
庫
２
棟
、
サ
イ
ロ
棟
１
棟

の
計
５
棟
か
ら
な
り
、
そ
の
全
て
が
木

造
建
築
で
、
倉
庫
２
棟
を
除
く
３
棟
は

自
社
で
プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
て
方
は
全
て

自
社
作
業
し
た
も
の
で
す
。
同
工
場
で

は
現
在
、
15
人
が
勤
務
さ
れ
て
お
り
、

当
面
は
三
田
市
に
あ
る
三
田
工
場
で
行

わ
れ
て
い
た
柱
や
梁
な
ど
の
構
造
材
の

加
工
を
担
い
ま
す
。

　
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
イ
ン
タ
ー
に

近
い
立
地
と
広
大
な
土
地
。
そ
し
て
、
市

が
企
業
誘
致
に
非
常
に
前
向
き
だ
と
い
う

こ
と
が
決
め
手
で
し
た
。

　
わ
が
社
は
、
木
造
建
築
の
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
部
材
の
生
産
・
加
工
・
出
荷
に
対
応

し
、
加
工
し
た
木
造
建
築
資
材
は
、
近
畿

圏
全
域
の
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
や
地
場
工

務
店
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
住

宅
以
外
の
倉
庫
を
は
じ
め
、
事
務
所
や
店

舗
倉
庫
な
ど
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
造
で
で
き
る
も
の
は
、

鉄
骨
で
は
な
く
木
造
に
転
換
さ
せ
る
こ
と

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
炭
素
の
固
定
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
丹
波
篠
山
工
場
が
操
業
し
、
年
間
の
加

工
量
は
５
万
坪（
約
１
６
０
０
棟
分
）を
見

込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
市

民
の
皆
さ
ん
を
雇
用
し
、
安
定
運
営
に
つ

な
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
準
中
型
免
許
取

得
の
支
援
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
０
８
０

‐
１
４
６
７
‐
５
４
２
５
／
岡
本
ま
で
）。

～
農
工
団
地
篠
山
中
央
地
区
へ
進
出
～

（
株
）
岡お

か

本も

と

銘め

い

木ぼ

く

店て

ん

　
市
で
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、「
働
く
場
の
創
出
」「
市
内
企
業
の
振
興
」を
目

的
に
企
業
の
誘
致
や
支
援
を
行
い
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
府
吹
田
市
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社「
岡
本
銘
木
店
」が
農
工
団

地
篠
山
中
央
地
区（
北
）に
進
出
し
、
２
月
25
日
に
新
工
場
の
完
成
を
祝
う
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
３
月
か
ら
操
業
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　

丹
波
篠
山
市
で
は
、「
農
工
団
地
」

（
※
１
）と
い
う
工
場
等
を
誘
致
す
る

た
め
に
土
地
利
用
を
指
定
し
た
地
区

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
農
工
団
地
篠
山
中
央

地
区
約
7.5
㌶
に
２
社
の
企
業
進
出
が

決
定
し
、
３
月
に
は
株
式
会
社
岡
本

銘
木
店
が
工
場
の
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

会社概要

■本社所在地	 	大阪市吹田市岸辺北５丁目
32番１号

	 ☎06-6388-3411
■設立年月	 昭和34年６月
■資本金	 7,500万円
■事業内容	 	一般木材、銘木、集成材、

住宅設備等の販売／美術欄
間、彫刻品の加工／プレ
カット加工など

■国内拠点	 	三田工場／京都工場／丹波
篠山工場

■従業員数	 160人

株式会社岡本銘木店	取締役専務　岡
お か

本
も と

尚
な お

哉
や

さん

（
※
１
）

　

農
工
団
地
と
は
、
農
業
従
事
者
の

農
業
以
外
で
の
雇
用
の
創
出
に
よ
る

農
村
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国
の
法
律

に
基
づ
く
産
業
を
導
入
す
る
地
区
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
昭
和
の
時
代
に
企
業
が

立
地
し
た
泉
工
業
団
地
の
ほ
か
、
日

本
チ
バ
ガ
イ
ギ
ー
株
式
会
社
が
立
地

す
る
日
置
地
区
、
黄
桜
株
式
会
社
が

立
地
す
る
今
田
町
本
荘
地
区
な
ど
、

市
内
に
11
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

篠
山
中
央
地
区
は
平
成
20
年
に
農

工
団
地
に
指
定
さ
れ
、
篠
山
中
央
地

区
へ
の
企
業
誘
致
と
し
て
は
第
１
号

と
な
り
ま
す
。

　自分の大好きな地元に工場ができ、とてもうれしいです。当社には、
特殊なスキルは必要ありません。人材育成制度で個人がスキルを磨き、
しっかりキャリアアップできる会社です。

　　　　　　　　本店営業部	営業課	本店長　酒
さ か

井
い

俊
と し

輝
き

さん（写真左）

　CAD（コンピューターを使用して作図できるシステム）を使って、機
械に通す加工データを作成しています。自ら作成した製図をもとに、実
際の製品が完成したときの喜びはひとしおです。

　　　　　	プレカット事業部三田工場	課長　眞
ま

野
の

智
さ と

史
し

さん

インタビュー　従業員の皆さんに聞きました
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